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巻 頭 言

「Value EngineeringからValue Designへ」をメ
インテーマに掲げ、昨年11月、第55回VE全国大
会が開催されました。私はこの動きを、価値向上の
ための技術である「Value Engineering」から、
持続可能な価値（Sustainable Value）の創造を
目的とする「Value Design」へのシフトを目指して
いく、という意味として捉えています。

IHIは2022年度VE活動優秀賞受賞という栄誉
をいただき、同大会の受賞報告で「グループのVE
活動は、こうして衰退した」と題するプレゼンテーシ
ョンを行いました。IHIでは1960年頃から有志によ
る勉強会でVE活動をスタートし、企業運営に取り
込んできました。もちろん、活動が活発に行われ、
成果が確実に取り込まれていった時期もありますし、
2010年頃に経験したようにリーダーシップの欠如によ
る活動衰退もありました。その後体制を立て直し、
現在はVEリーダーを中心に様 な々活動が実施され
ています。その上で、活発な活動が戻ってきている
別の側面での1つの理由に、弊社の技術開発本
部で行っているイノベーションを加速するための様々
な手法の取り込みと実践がVE活動によい影響を与
えていると考えています。

これは「サステナブルな社会のために多様な技
術でできること」をコンセプトに推進する活動の1つ
で、社会やお客様が本当に必要とするソリューショ
ンを創り出す様々な手法（デザイン思考、サービス
デザイン、未来洞察、アート思考など）をIHI流に
アレンジし、「IHI Shared Value Innovation」と
名付けて活用の促進を実践しているものです。

この活動は、日本VE協会が目指す持続可能な
価値（Sustainable Value）の創造を目的とする

「Value Design」と同じゴールを目指すもので、両
者に刺激を与え、時には融合を図るものであります。
「IHI Shared Value Innovation」では、取り組
む課題の種類と時間軸によって携える方法を使い分
ける必要があると考え、課題の種類を「解決・発
見・提起」の3つに分けています。

また、取り組む課題を明確にし、提起したアイデ
アを実現するまでのプロセスも分けています。具体
的には、アイデア提起の際はアート思考を活用し、
試作・検証の段階に進むとデザイン思考を活用する
など、1つの手法を定型通りに使い続けるのではな
く、新たな視点を組み合わせることで、実現までの
サイクルを素早く回しています（図表）。

この活動は、社会の変化に順応するためにイノ
ベーションの思考やプロセスを、足を止めずに改修
し続けることを前提に進めています。

日本VE協会が目指す「Value Design」へのシ
フトも、短期間でダイナミックな変化が次々に起こる
現代において、VEがますます活躍のフィールドを拡
大し、多くの人々に貢献していくために必要な進化
と考えています。

日本のVE活動の進化、ひいては日本VE協会
の発展に向けて、IHIも微力ながら積極的に活動
に参加していきます。
IHI innovations ／ htts://ihi-core.tech
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